


























                                                          
1 法ົ省 在␃外国人⤫ィ H26.3 報㐨発⾲㈨ᩱより。 
 http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00040.html（2015.11.1 アクセス） 
2 ཌ生ປാ省 人ཱྀ動ែ⤫ィ ፧ጻ௳数の⾲より。 
 http://www.mhlw.go.jp/toukei/youran/indexyk_1_2.html（2015.11.1 アクセス） 
3 රᗜ┴බᘧ࣍ー࣒ページでは、日本語、ⱥ語、韓国ᮅ㩭語、中国語（⦾య࣭簡య）、フࣛンス語、ロࢩア語のページが
作成されている。 





































                                                          
5 文㒊科学省 ᾏ外子ዪ教育、ᖐ国外国人児童生徒教育➼に関する࣍ー࣒ページ（CLARINET ࡬ようこそ）参↷。 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/main7_a2.htm（2015.10.11 アクセス） 
6 言語ᶒ࣭学習ᶒについてはᚋ㏙。言語ᶒ研究会（1999）➼、参↷。 
7 言語ィ⏬（language planning）という用語と言語ᨻ⟇（language policy）という用語がᏑ在し、࡯ࡰྠ⩏として౑ࢃれ
ているが、ⱝᖸのព࿡ྜいの㐪いがあるという指᦬もある。この㆟ㄽについては、ᯇ⏣（2009）の中でもㄽじている。
（pp. 7-8） 

































                                                          
5 文㒊科学省 ᾏ外子ዪ教育、ᖐ国外国人児童生徒教育➼に関する࣍ー࣒ページ（CLARINET ࡬ようこそ）参↷。 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/main7_a2.htm（2015.10.11 アクセス） 
6 言語ᶒ࣭学習ᶒについてはᚋ㏙。言語ᶒ研究会（1999）➼、参↷。 





































10 ①ᖹ成 19-21 年ᗘ ᇶ┙研究（C）「外国人児童の母語学習支援をめࡄるࢿット࣡ーク形成の国際ẚ㍑」研究௦⾲者 ᯇ
⏣㝧子 ②ᖹ成 22-24 年ᗘᇶ┙研究（C）「外国人児童࡬の母語学習支援యไのᵓ⠏に関する国際ẚ㍑研究」研究௦⾲




































                                                          
12 文科省の用語では、ᑠ学生は児童、中学生以ୖは生徒というように༊ูして౑っているが、本✏では、୧者をまとめ
て「児童」としている。 
13 ࢜ンࢱࣜ࢜ᕞの学校教育では、㏆年、「国際語」という࢝ࢸࢦࣜーの用語が౑ࢃれている。（ⴠྜ࣭ᯇ⏣ 2014, p.107）
⛣Ẹ児童が家庭で౑っている言語というព࿡で「家庭言語」という言葉も౑ࢃれている。（Chumak-Horbatsch 2012, 
pp.13-14, ➼）アメࣜ࢝では、1990 年௦ࡈࢁから ‘heritage language’ という用語がᗈがってきた。（Hornberger and Wang 
2008, p.3）࢜ーストࣛࣜアでは、⛣Ẹのࢥ࣑ュニࢸ࢕言語というྡ⛠がᗈく౑ࢃれている。（ᯇ⏣ 2009, 2011） 
14 ୧ぶが㐪う言語を話す家庭のሙྜは஧つの言語をྠ᫬に習ᚓしていくこともあり、母語を஧つ持っている状況になる。 
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ࢲの Jim Cummins の研究が 1980 年௦からᗈく知られるようになり、この分㔝の㦵格をなす
研究となっている。 ࣑࢝ンࢬはࣂイࣜン࢞ル育成のメ࢝ニࢬ࣒として「┦஌ຠᯝを生むຍ
⟬的ࣂイࣜン࢞ࣜࢬ࣒」「஧言語┦஫౫Ꮡ」「会話力࣭教科学習言語能力」「対人ࢥ࣑ュニࢣ




下の状ែではマイࢼスのᙳ㡪があるという理ㄽ）、「生活言語（BICS: basic interpersonal 






















































































































                                                          


























































































日本語支援の᪋⟇については、教員の㓄置、教員研ಟの実᪋、JSL（Japanese as a Second 
Language）࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛの開発➼、୙༑分ながらも、ᚎࠎにᗈがってきている17。1991 年
に、ึめて文㒊省（ᙜ᫬）が日本語教育を必要とする外国人のᑠ中学生のㄪᰝを行い、そ
の᫬Ⅼでは 5,463 人であったとされる。（ኴ⏣ 2000, p.15）2014 年の文㒊科学省のㄪᰝ18で
は、ᑠ࣭中࣭㧗校、≉ู支援学校などに在学する日本語指導が必要な外国人、および日本












                                                          
17 ᭱᪂のᖐ国࣭外国人児童生徒➼に対する文㒊科学省の᪋⟇について H.27.7.1 研ಟ㈨ᩱを参↷。 
 http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/todofuken_kenshu/h27_hokoku/pdf/shisaku03.pdf（2015.10.1 アクセス） 



































2007, 中ᓥ 2005, 㧗ᶫ 2009）日本語も母語࣭⥅ᢎ語も、ᢳ㇟的ᛮ考をする力が༑分に形成
されない状ែのまま、ᑠ学校をఱとか⤊࠼、中学では学習についていࡅなくなり、㧗校進
学をㅉめࡊるをᚓなかったり、進学ᚋにࢻロップアウトしている多文化児童が多数いると
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21 ᯇ⏣࣭中ᒣ（2010b）㸪ᐑᓮ（2014）௚。 











































ᗜ┴では進学⋡が⣙ 53%⛬ᗘ（2006 年のㄪᰝ）という報告がある。（஝ 2008, p.32）これは、






















                                                          
22 ⤫ィでは、外国人㞟ఫᆅᇦでは 78.9%となっている。これらのᆅᇦでは教育支援も㞟中しており、それによって進学
⋡がある⛬ᗘ㧗められていると考࠼られる。また、኱㜰ᗓでは 84.5%にのࡰり、これは㧗校の外国人生徒のためのධ
学ᯟがある学校が㸴校あるという状況がᙳ㡪していると考࠼られている。（஝ 2008, pp.30-34） 
23 2014 年 3 ᭶ 21 日に神ᡞで行ࢃれた母語に関するᗙㄯ会（母語と日本語を習ᚓしたⱝ者㸲ྡが⤒㦂を語った会。トࣚ

















となっている。（ᯇ⏣ 2009, 2011, ⴠྜ࣭ᯇ⏣ 2014, 中ᓥ 2010） 
 多文化児童の言語発達については、滞在年数やධ国᫬年㱋、家庭⎔ቃ、性格や動ᶵ௜ࡅ
など、さまࡊまな᮲௳にᕥྑされるが、母語࣭⥅ᢎ語を⥔持することと、➨஧言語（ᆅᇦ
のබ用語）のఙ㛗には┦関関ಀがあることが᳨ドされている。（Cummins &中ᓥ 1985, 中ᓥ















                                                                                                                                                                 




25 2015 年 8 ᭶ 30 日に開ദされた「஧つ以ୖの言語の⊃㛫で生きる」という国際ࢩン࣏ジウ࣒のパࢿࣜストの୍人の
ロサ イセࣛ ࢻ࣑ンࢤス Ặの語りより。 














となっている。（ᯇ⏣ 2009, 2011, ⴠྜ࣭ᯇ⏣ 2014, 中ᓥ 2010） 
 多文化児童の言語発達については、滞在年数やධ国᫬年㱋、家庭⎔ቃ、性格や動ᶵ௜ࡅ
など、さまࡊまな᮲௳にᕥྑされるが、母語࣭⥅ᢎ語を⥔持することと、➨஧言語（ᆅᇦ
のබ用語）のఙ㛗には┦関関ಀがあることが᳨ドされている。（Cummins &中ᓥ 1985, 中ᓥ
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26 「外国人児童生徒の言語形成を保障するࣂイࣜン࢞ル教育⎔ቃ᥎進のためのᨻ⟇提言プロジェクトጤ員」として提言
を作成した。メンࣂーは、௦⾲のྜྷᐩᚿὠ௦の௚、➹者をྵむ 22 ྡ。トࣚࢱ㈈ᅋのຓ成஦ᴗによるプロジェクトの୍





















 母語࣭⥅ᢎ語学習教ᐊのタ置は、現在、ಶ人やᑠつᶍの NPO のດ力や、୍㒊のᆅᇦの
学校のྲྀり⤌みとして極めてᑠつᶍに行ࢃれているが、ሙᡤや᫬㛫の確保、教ᖌの確保、
㈈※୙㊊、㐠ႠのノウハウのḞዴなど、さまࡊまなᅔ㞴がある。රᗜ┴ではඛ進的なྲྀ
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ࢯースセンࢱー（National Heritage Language Resource Center）がタ置され、無ᩱで㉎ㄞで
きる࢜ンࣛインの Heritage Language Journal が発หされている31。࢜ーストࣛࣜアでは、




                                                          










31 http://hlj.ucla.edu/（2015.11.5 アクセス） 
32 http://www.communitylanguagesaustralia.org.au（2015.11.5 アクセス） 
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31 http://hlj.ucla.edu/（2015.11.5 アクセス） 
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注①：DLA とは文科省が開発している「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント」
であり現在は日本語能力測定のための評価手法であるが簡単な翻訳で母語能力の測定に
も応用され、実際、スペイン語、中国語、韓国語での測定が報告されている。 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm 
注②：参考になるパンフレット、ウェブサイトは以下です。 
＊ウェブサイト「〜多文化な子どもの学び母語を育む活動から〜」関西母語支援研究会 
 http://education-motherlanguage.weebly.com/ 
＊ウェブサイト「愛知 外国につながる子どもの母語支援プロジェクト」 
 http://www7b.biglobe.ne.jp/~akp/top.html 
＊パンフレット『母語、ルーツにつながる言葉を育てましょう』（仮／作成中） 
人文論集　第 51 巻
多文化共生社会のための言語教育政策に向けて
－多文化児童のバイリンガル育成の視点から－
109
